
令和８年度　学校経営グランドデザイン 
  

  学校教育目標　　ひとみきらめき　心をつなぎ　たくましく  
  

  
  ＜目指す子どもの姿＞　  

 　　　　 　○思いやりのある子ども  
 　　　　　　○進んで学ぶ子ども  
 　　　　　　○最後までがんばる子ども  
 
 
 ＜学校の姿＞ ＜教職員の姿＞ 
 ○楽しく生活、学習できる学校 ○心身ともに健康な教職員             
 ○明るいあいさつと歌声の響く学校 ○深い教育愛と使命感に燃え、感性豊かな教職員 
 ○自分の存在を実感できる学校 ○専門性や持ち味を生かし、協働(チーム)のよさ
 ○認め合い、学び合う学校 を生かす教職員            
 ○家庭や地域から信頼され、地域とともにある ○児童・保護者・地域社会から信頼される教職員 
 学校 ○自覚と誇りをもち、研修に励む教職員
 

  
 経営の基本方針 

                                          

 「あいさつ・拍手・歌声」でつくる、安心と笑顔の学校 

 ～ウェルビーイングな学校づくり～
 

  
 経営の基盤 
 ウェルビーイングを支える環境づくり 
 ○教職員が安心して働き、力を発揮できる職場環境の充実 
 ・ボトムアップによる勤務環境改善 
 ・教職員同士の連携の充実（相談しやすい職場環境づくり） 
 ・ＩＣＴ活用の推進による業務の効率化 
 ○教師の力量を高めるための研修の充実 
 ・メンターチームによる若手教員の育成 
 ○子どもが安心して学び、自分の力を発揮できる場の充実

 
 

                                      経営の重点 
                                      

＜１＞ 豊かな心を育む                 　　＜２＞確かな学びを育む

思いやりのある子どもを育てるために 進んで学ぶ子どもを育てるために 
　　　　　　　

○一人一人が自己存在感・自己有用感を感じ ○基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着 
る学年・学級経営の充実 ○自分の考えをもち、表現するための言語活動

○相手(他者)意識をもちながら人間関係を築 の充実 
く力を高める場の設定 ○子ども同士の考えをつなぐ対話的な学びの充

○子どもに寄り添う積極的な生徒指導と、心 実 
に響く道徳、特別活動の充実 

○一人一人の子どもに応じた特別支援教育の
充実

＜３＞健康な心と体を育む                  ＜４＞地域とともにある学校づくり                                      　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最後までかんばる子どもを育てるために “上北手”で教育 
　　　　　　　

○目標に向かって努力する力の育成 ○人・もの・ことを生かした体験活動の推進 
○健康教育の充実 ○幼保小連携・小中連携の推進 
○安全教育の推進 ○地域と連携した安全管理の充実 

 ○学校運営協議会や学校評価等を活用した教育
活動の改善 

○学校報、ホームページ等による情報発信


